
第３期対策計画実績報告シート
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 ★「対策計画及び実績」を記載するときの留意事項

     例えば、「未対策」のタンク 1基の主な配管の全てに緊急遮断弁を設置するときの実績（計画）は、「すべて

    設置」に「1」を入力し、「未対策」に「-1」を入力してください（対象タンクの増減がなければ、実績（計画）の合計

    が「0」になります）。

     また、計画時の対象施設数に対して、年度内に生じた施設の増減が最右列の報告年度末施設数に反映され

    ていることも確認をしてください。

計画時の対象施設数等
を訂正した理由

R3

R4

R5

R3

R4

R5

代替措置（緊急遮断弁
設置以外の対策）の概
要

【記載要領】
○代替措置の有効性の確認の方法と改善策などについて
 （例 〇月△日に年１回の閉止訓練を実施）と結果（例：〇分以内にタンク△基の主要な弁の閉止を完了できた。
訓練では、○○という問題があったので、今後、改善のため□□を実施する予定）
○今後の緊急遮断弁設置の計画（令和５年度にタンク○基に緊急遮断弁設置予定、など）
                                              などを以下に御記入ください。

緊急遮断弁の
設置

すべて設置

一部設置、残り代替措置

一部設置、残り未対策

未設置、代替措置

未対策

合計

計画と実績の値が異
なった理由

報告様式

重点項目１ 対策等の状況
計画時
の対象
施設数

対策計画及び実績

R3 R4 R5 施設数
R３年度末

事業所名：

資料１－２（案）
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 ★「対策計画及び実績」を記載するときの留意事項

     例えば、「未対策」の重要施設等 1施設を移設したときの実績（計画）は、「移設」に「1」を入力し、「未対策」に

    「-1」を入力してください（対象施設の増減がなければ、実績の合計が「0」になります）。

     また、計画時の対象施設数に対して、年度内に生じた施設の増減が最右列の報告年度末施設数に反映され

    ていることも確認をしてください。

計画時の対象施設数等
を訂正した理由

R3

R4

R5

R3

R4

R5

R3

R4

R5

計画と実績の値が異
なった理由

移設の概要

【記載要領】
○津波によって浸水しない箇所への移設を実施した施設の概要（名称、用途など）、
○移設を実施した理由
○今後の移設の計画
                                              などを以下に御記入ください。

重要施設等の
浸水対策

移設

代替措置

未対策

合計

重点項目２ 対策等の状況
計画時
の対象
施設数

対策計画及び実績

R3 R4 R5 施設数
R３年度末

代替措置（移設以外の
対策）の概要

【記載要領】
○代替措置を実施した施設の概要（名称、用途など）
○代替措置の内容（防潮壁の設置、大津波警報発表時の津波浸水深より高い高台への移動、など）
○代替措置を実施した理由
○今後の代替措置の実施計画
                                              などを以下に御記入ください。
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 ★「対策計画及び実績」を記載するときの留意事項

     例えば、「未対策」のタンク 1基の管理油高の見直しの場合、実績（計画）は、「管理油高の見直し」に

   「1」を入力し、「未対策」に「-1」を入力してください（対象タンクの増減がなければ、実績（計画）の合計

    が「0」になります）。

     また、計画時の対象施設数に対して、年度内に生じた施設の増減が最右列の報告年度末施設数に反映され

    ていることも確認をしてください。

計画時の対象施設数等
を訂正した理由

R3

R4

R5

R3

R4

R5

対策の概要

計画と実績の値が異
なった理由

【記載要領】
○実施した対策の概要
 （例 〇kLのタンクについて、管理油高の見直しを実施した。／□kLのタンクについて、隣接するタンクから移送が
出来ることを新たに確認した。これにより、最大、第１石油類△kLの津波による流出防止が見込める。）
○対策を実施した理由
○今後の対策計画
                                              などを以下に御記入ください。

R4 R5 施設数
R３年度末

小規模タンクの漂流対
策

管理油高見直し

アンカー等による固定（津
波に対する強度計算済）

未対策

合計

防油堤（津波への耐力が
あり、津波の高さ以上）の
設置

タンク注水

他のタンクからの内容物の
移送

重点項目３ 対策等の状況
計画時
の対象
施設数

対策計画及び実績

R3



計画 実績 計画 実績 計画 実績

連続式

検知管等

 ★「対策計画及び実績」を記載するときの留意事項

計画時の対策状況を訂
正した理由

R3

R4

R5

R3

R4

R5

【記載要領】
○リスク評価の概要・結果
 （評価対象の災害事象、影響の有無・範囲（事業所敷地内・外）、影響の程度（定量または定性的）など）
○リスク評価結果を受けての対策の必要性の有無
○その対策の概要 （保護具の整備、マニュアル作成、測定体制の整備などの概要）
○その他の取組み
○今後の計画
                                             などを以下に御記入ください。

・各年度、リスク評価等の実施・見直しや初動体制の整備・更新を実施する場合は、それぞれの計画・実績の欄に○をつけてください。
＊計画、実績がない場合は、空欄としてください。

取組みの概要

有害な化学物質の漏え
い等に備えた初動体制
の整備

初動体制の
整備・更新

対策計画及び実績

対策の状況

リスク評価の実施・見直し

保護具

連絡・通報マニュアル

その他

測定体制

重点項目４
計画時
の対象
の状況

R3 R4 R5

計画と実績の値が異
なった理由



計画 実績 計画 実績 計画 実績

 ★「対策計画及び実績」を記載するときの留意事項

計画時の対策状況を訂
正した理由

R3

R4

R5

R3

R4

R5

計画と実績の値が異
なった理由

計画時
の対象
の状況

対策の状況

実施済（協力会社・定修作業員を含めた
避難場所の確保・周知、訓練、定期的な
計画の見直し）

対策計画及び実績

一部実施済（上記項目の一部を実施）

未実施

・計画時は未対策、R３年度の計画で一部実施、R３年度の実績で一部実施済の場合⇒計画時の状況は未対策に○、R３年度計画と実績は
一部実施済に○。⇒以後、一部実施済みの欄に、計画、実績を記入する。
・R４年度時点で一部実施済み、のR４年度の計画で実施済、R４年度の実績で実施済の場合⇒R４年度計画は実施済に○、R４年度実績は
実施済の列に○⇒以後、実施済みの欄に、計画、実績を記入する。
・R５年度の計画で実施済、R５年度の実績で実施済の場合⇒R５年度計画は実施済に○、R５年度実績は実施済の列に○

＊計画、実績がない場合は、空欄としてください。

取組みの概要

【記載要領】
○避難場所やその周知の概要
 （協力会社社員、定修作業員、来客者への説明内容・方法など）
○避難訓練の内容、訓練の対象者 （自社従業員、協力会社社員、定修作業員、来客者など）
○訓練の結果、得られた成果
○訓練の結果等を踏まえて、津波避難計画やマニュアル等を見直し場合、その概要
○今後の計画
 （次回の見直しの予定・内容、次回訓練の概要（実施時期、対象者）など）
 
                                            などを以下に御記入ください。

重点項目５ R3 R4 R5

協力会社や一時的な作
業員増を考慮した津波
避難計画の見直し



計画 実績 計画 実績 計画 実績

 ★「対策計画及び実績」を記載するときの留意事項

計画時の対策状況を訂
正した理由

R3

R4

R5

R3

R4

R5

R3 R4重点項目６

取組みの概要

【記載要領】
○高潮対策に関するBCP、タイムライン （台風上陸予想の72時間前からの対応）等の作成・見直しの有無
○見直しを実施した場合は、その概要 （対象とした施設、見直した理由、など）
○実施中または新たに実施予定のソフト対策 （移設、固定などの流出防止対策、など）
○今後の計画 （BCP等作成・見直しの時期、など）
 
                                             などを以下に御記入ください。

計画と実績の値が異
なった理由

R5

L2（想定最大規模）の高
潮（地震・津波を除く）に
備えたソフト対策

・計画時は未対策、R３年度の計画で一定実施、R３年度の実績で一定実施済の場合⇒計画時の状況は未対策に○、R３年度計画と実績は
一定実施済に○。⇒以後、一定実施済みの欄に、計画、実績を記入する。
・R４年度時点で一定実施済み、のR４年度の計画で実施済、R４年度の実績で実施済の場合⇒R４年度計画は実施済に○、R４年度実績は
実施済の列に○⇒以後、実施済みの欄に、計画、実績を記入する。
・R５年度の計画で実施済、R５年度の実績で実施済の場合⇒R５年度計画は実施済に○、R５年度実績は実施済の列に○
＊計画、実績がない場合は、空欄としてください。

対策の状況
計画時
の状況

対策計画及び実績

実施済
（500年から数千年に一度の規模の高潮
を想定したソフト対策）

一定実施済
（大型台風の高潮に備えたソフト対策）

未対策



計画 実績 計画 実績 計画 実績

 ★「対策計画及び実績」を記載するときの留意事項

R3

R4

R5

重点項目７ R3 R4 R5

近隣事業所等への情報
共有の強化、事故時の
広報・連絡手段の整備

・計画時は未対策、R３年度の計画で一定整備済、３年度の実績で一部整備済の場合⇒計画時の状況は未対策に○、R３年度計画と実績は
一定整備済の列に○⇒R３年度に一定整備済みの場合、以後、一定整備済みの欄に、計画、実績を記入する。
・R４年度時点で一定整備済み、R４年度計画で整備済、R４年度の実績で整備済の場合⇒R４年度計画は整備済に○、R４年度実績は整備
済の列に○⇒以後、整備済の列に、計画、実績を記入する。
・R５年度の計画で整備済、R５年度の実績で整備済の場合⇒R５年度計画は整備済に○、R５年度実績は整備済の列に○
＊計画、実績がない場合は、空欄としてください。

取組みの概要

【記載要領】
○事故等発生時の広報手段
 （スピーカー、広報車、拡声器、サイレン、ホームページ、SNS、定修作業員等へのショートメールなど）
○広報の対象（事業所内、周辺事業所、住居地域など）
○広報手段の有効性確認に係る訓練の概要
○その他広報に関すること
○今後の計画
                                            などを以下に御記入ください。

整備済
（事故等発生時に近隣事業所、関係行政
機関、一般地域への広報・連絡手段を有
し、また、複数の方法を整備している）

一定整備済
（事故等発生時に近隣事業所、関係行政
機関、一般地域への広報・連絡手段を有
しているが、複数の方法は整備していな
い）

未実施
（事故発生時は、公衆回線による近隣事
業所、関係行政機関への連絡のみ）

対策の状況
計画時
の状況

対策計画及び実績

重点項目７及び重点項目８については評価指標の設定はせず進行管理は実施しませんが、各事業所の取組みの進捗状

況の把握等に利用させていただきますので、取組状況の御報告をよろしくお願いします。



計画 実績 計画 実績 計画 実績

 ★「対策計画及び実績」を記載するときの留意事項

R3

R4

R5

R4 R5

プラント保安等における
IoT・AIの利活用

重点項目８ R3

【記載要領】
○導入したIoT・AIの技術と適用範囲
○その技術の効果
○その他IoT・AIの活用に関する取組み
○今後の計画
                                      などを以下に御記入ください。

・計画時は未活用、R３年度の計画で活用・拡充予定、３年度の実績で活用・拡充済の場合⇒計画時の状況は未活用に○、R３年度計画と実
績は活用・拡充の列に○。⇒以後、計画、実績が有る場合は、R４年度及びR５年度の活用・拡充の列（上段）に○を記入する。
＊計画、実績がない場合は、空欄としてください。

対策の状況
計画時
の状況

対策計画及び実績

活用・拡充済

未活用

取組みの概要



R3

R4

R5

R3

R4

R5

■今後の防災・減災の取組みに係るニーズ調査

防災・減災の取組みを進める中で不安に感じていること、日常の運営で困っていることを御記入ください。

■その他防災・減災に関する取組み

【記載事項例】
○建物の地震・津波対策
○安全に係る企業活動の再点検
○BCPの策定・見直し（防災関連項目）
                                 などを以下に御記入ください。

事業所内または全社的に、重点項目以外で取り組んでいる防災・減災の取組みがあれば、その概要を以下に御記入ください。


